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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第55期

第１四半期連結
累計期間

第56期
第１四半期連結

累計期間
第55期

会計期間

自 平成24年
   ７月１日
至 平成24年
   ９月30日

自 平成25年
   ７月１日
至 平成25年
   ９月30日

自 平成24年
   ７月１日
至 平成25年
   ６月30日

売上高 (千円) 7,239,364 6,784,727 26,267,420

経常利益 (千円) 297,237 151,105 991,489

四半期（当期）純利益 (千円) 150,395 88,688 600,303

四半期包括利益又は包
括利益

(千円) 154,660 120,624 908,842

純資産額 (千円) 6,637,538 7,420,311 7,426,944

総資産額 (千円) 21,102,049 19,556,823 18,280,343

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

(円) 38.09 22.37 151.67

潜在株式調整後１株当
たり四半期（当期）純
利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 30.3 36.5 39.1

(注）１ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ １株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の基礎となる自己株式数には、資産管理サービス信託銀行株

式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式を含めております。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため、記載してお

りません。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

 また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、アベノミクスの効果による円安・株高等が定着し

つつある状況下、国内消費には回復の兆しが見えてきましたが、製造業においては海外経済の減速によ

る輸出の低迷や将来の我が国経済見通しの不確実性等から、海外設備投資に関しては引続き積極的で

あったものの国内設備投資に関しては未だ慎重姿勢を崩しておらず、全般的に回復感が乏しい状況で推

移しました。

当社グループとしましては、斯様なビジネス環境下において、この10余年にて構築した中国、東南ア

ジアを中心とした海外ネットワークをフルに活かし、我が国製造業の海外への製造拠点移管により発生

する新たな設備投資需要を積極的に取り込む努力を続けてまいりましたが、当第１四半期連結累計期間

は受渡の谷間に入ったことで海外の大型案件の売上が少なかったこと、国内案件も引合・受注段階は活

性化しつつあるものの、売上計上までには至らなかった案件が多かったこと等より前年同四半期と比較

し、減収・減益となりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は67億84百万円(前年同四半期比6.3％の

減）となり、損益面としましては、営業利益が１億35百万円(同45.0％の減）、経常利益が１億51百万

円(同49.2％の減)、四半期純利益が88百万円(同41.0％の減)となりました。

　

なお、当社グループのセグメント別概況は次のとおりです。　

＜インテリジェントFAシステム事業＞

インテリジェントFAシステム事業では、太陽光発電プロジェクト等環境・省エネ関連で取引を伸ばす

ことができましたが、当第１四半期連結累計期間が大型海外プロジェクトの受渡の谷間となり、大型海

外プロジェクトの売上がなかったことから、セグメント全体としては減収・減益となりました。

以上の結果、インテリジェントFAシステム事業の当第１四半期連結累計期間における売上高は24億43

百万円(前年同四半期比20.3％の減）、営業利益は35百万円(同68.2％の減)となりました。　
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＜IT制御・科学測定事業＞

当事業のうちIT制御は主として製造業の合理化・研究開発の自動化等を目的とした設備投資の対象で

あるため、比較的景況の影響を受け易い傾向にあります。一方、当事業でも科学測定事業は科学分析・

計測機器等に代表される企業の新製品開発を目的とする部門や品質管理部門を対象とするため、景気の

動向に左右されにくく安定的な分野であります。当第１四半期連結累計期間においては試験研究のため

の科学分析機器や省力化のためのロボット等の取引が伸張しましたが、引続き海外への生産移管が進ん

でいるため国内での生産拡大のための設備投資が不活発で、セグメント全体としては若干の増収とは

なったものの減益となりました。

以上の結果、IT制御・科学測定事業の当第１四半期連結累計期間における売上高は43億22百万円(前

年同四半期比4.0％の増)、営業利益は１億68百万円(同17.5％の減)となりました。

　

(2）財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産の合計額は195億56百万円で、前連結会計年度末に比べ12

億76百万円の増加となりました。これは主として取引伸張により受取手形及び売掛金が８億15百万円増

加したこと、現金及び預金が２億95百万円増加したこと等によるものであります。

負債につきましては、負債の合計額が121億36百万円で、前連結会計年度末に比べ12億83百万円増加

しました。これは主として取引伸張により支払手形及び買掛金が８億24百万円増加したこと等によるも

のであります。

純資産につきましては、純資産の合計額が74億20百万円で、前連結会計年度末に比べ６百万円減少し

ました。これは主として四半期純利益が88百万円ありましたが、配当を１億21百万円実施したこと等に

より利益剰余金が30百万円減少したこと等によるものであります。

　

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間における当社グループ全体の研究開発費の総額は、47百万円となりまし

た。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 4,369,200 4,369,200
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式
　単元株式数100株

計 4,369,200 4,369,200 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年７月１日～
平成25年９月30日

― 4,369,200 ― 1,441,440 ― 1,830,491

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成25年６月30日）に基づく株主名簿による

記載をしております。

① 【発行済株式】

平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式  351,600 ―
権利内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 3,977,900 39,779 同上

単元未満株式 普通株式   39,700 ― 同上

発行済株式総数 4,369,200 ― ―

総株主の議決権 ― 39,779 ―

(注) １　証券保管振替機構名義の株式360株は、「完全議決権株式(その他)」の欄に300株また「単元未満株式」の欄

に60株含めて記載しております。

２　上記自己株式のほか平成25年６月30日現在の連結貸借対照表に自己株式として認識している資産管理サービ

ス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）（以下「信託Ｅ口」）所有の当社株式が67,040株あります。これは当社と

信託Ｅ口が一体であるとする会計処理に基づき、信託Ｅ口が所有する当社株式を含めて自己株式として処理

しているためです。

　

② 【自己株式等】

平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
　協立電機㈱

静岡県静岡市駿河区
中田本町６―33

335,800 ― 335,800 7.69

(相互保有株式)
　東光ガード㈱

静岡県静岡市駿河区
西島613―１

1,900 13,900 15,800 0.36

計 ― 337,700 13,900 351,600 8.05

(注) １　東光ガード株式会社は、当社の取引先会社で構成される持株会(協立電機取引先持株会　静岡県静岡市駿河

区中田本町61―１)に加入しており、同持株会名義で当社株式13,902株を所有しております。

２　上記自己株式のほか平成25年６月30日現在の連結貸借対照表に自己株式として認識している信託Ｅ口所有の

当社株式が67,040株あります。これは当社と信託Ｅ口が一体であるとする会計処理に基づき、信託Ｅ口が所

有する当社株式を含めて自己株式として処理しているためです。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号。) に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間 (平成25年７月

１日から平成25年９月30日まで) 及び第１四半期連結累計期間 (平成25年７月１日から平成25年９月30日

まで) に係る四半期連結財務諸表について、芙蓉監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 714,723 1,010,094

受取手形及び売掛金
※4 7,929,702 8,745,129

有価証券 796,758 662,186

商品及び製品 338,718 437,241

仕掛品 435,025 408,353

原材料 555,371 546,513

その他 420,146 494,553

貸倒引当金 △60,278 △60,671

流動資産合計 11,130,168 12,243,402

固定資産

有形固定資産

土地 4,338,939 4,399,009

その他（純額） 930,023 951,370

有形固定資産合計 5,268,963 5,350,380

無形固定資産 76,502 96,274

投資その他の資産

投資有価証券 1,298,013 1,362,818

その他 590,302 587,865

貸倒引当金 △83,608 △83,917

投資その他の資産合計 1,804,708 1,866,766

固定資産合計 7,150,174 7,313,421

資産合計 18,280,343 19,556,823

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※4 5,929,817 6,754,346

短期借入金 3,300,000 3,800,000

1年内返済予定の長期借入金 27,861 28,745

未払法人税等 230,547 83,037

賞与引当金 115,729 236,829

役員賞与引当金 43,070 －

その他 492,086 525,701

流動負債合計 10,139,111 11,428,660

固定負債

長期借入金 48,093 39,169

退職給付引当金 142,361 143,931

負ののれん 3,634 2,725

その他 520,197 522,024

固定負債合計 714,286 707,851

負債合計 10,853,398 12,136,512
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,441,440 1,441,440

資本剰余金 1,832,110 1,832,685

利益剰余金 4,300,465 4,270,163

自己株式 △483,135 △490,142

株主資本合計 7,090,880 7,054,146

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 58,679 83,334

その他の包括利益累計額合計 58,679 83,334

少数株主持分 277,384 282,830

純資産合計 7,426,944 7,420,311

負債純資産合計 18,280,343 19,556,823
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

売上高 7,239,364 6,784,727

売上原価 6,181,924 5,802,326

売上総利益 1,057,440 982,401

販売費及び一般管理費 810,927 846,711

営業利益 246,512 135,690

営業外収益

受取利息 1,831 3,496

受取配当金 1,740 1,465

仕入割引 8,933 7,533

持分法による投資利益 7,161 3,226

負ののれん償却額 908 908

助成金収入 29,200 7,736

雑収入 11,682 4,742

営業外収益合計 61,458 29,110

営業外費用

支払利息 5,722 4,366

手形売却損 405 1,209

売上割引 894 702

為替差損 3,711 5,305

雑損失 － 2,110

営業外費用合計 10,734 13,694

経常利益 297,237 151,105

特別利益

固定資産売却益 52 －

投資有価証券売却益 2,835 22,459

特別利益合計 2,888 22,459

特別損失

固定資産除却損 6,496 3,537

固定資産売却損 45 532

投資有価証券評価損 5,920 －

その他 14 －

特別損失合計 12,476 4,069

税金等調整前四半期純利益 287,649 169,495

法人税等 116,462 77,545

少数株主損益調整前四半期純利益 171,187 91,950

少数株主利益 20,791 3,262

四半期純利益 150,395 88,688
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
　至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 171,187 91,950

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △16,537 28,689

持分法適用会社に対する持分相当額 11 △15

その他の包括利益合計 △16,526 28,673

四半期包括利益 154,660 120,624

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 139,408 113,343

少数株主に係る四半期包括利益 15,252 7,281
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

項目
当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
　至 平成25年９月30日)

税金費用の計算   当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計

算する方法を採用しております。

　

(四半期連結貸借対照表関係)

１ 受取手形割引高

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

　
当第１四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

　 592,646千円 　 　 244,911千円

　

２ 受取手形裏書譲渡高

前連結会計年度
(平成25年６月30日)

　
当第１四半期連結会計期間

(平成25年９月30日)

　 10,447千円 　 　 ―千円

　

３ 偶発債務

　子会社の金融機関からの借入に対し債務保証を行っております。

　
前連結会計年度

(平成25年６月30日)
　

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

協立電機(上海)有限公司 24,075千円 　 協立電機(上海)有限公司 23,970千円

Kyoritsu 　Electric
(Thailand) Co.,Ltd.

12,640千円 　
Kyoritsu 　Electric
(Thailand) Co.,Ltd.

12,440千円

Kyoritsu Engineering
(Thailand) Co.,Ltd.

4,740千円 　 　 　

　

※４ 期末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。

なお、前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が、連結

会計年度末残高に含まれております。

　
前連結会計年度

(平成25年６月30日)
　

当第１四半期連結会計期間
(平成25年９月30日)

受取手形 106,773千円 　 ― 　

支払手形 83,113千円 　 ― 　
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及び負ののれん

の償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日)

減価償却費 38,087千円

負ののれんの償却額 908千円
　

　 37,242千円

　 908千円
　

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間（自 平成24年７月１日 至 平成24年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年９月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 92,433 27.50 平成24年６月30日 平成24年９月27日

（注）本決議による「配当金総額」には、この配当の基準日である平成24年６月30日現在で「資産管理サービス信託銀

行株式会社（信託Ｅ口）」が所有する当社株式（自己株式）75,200株に対する配当金を含んでおります。

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間（自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日）

１ 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成25年９月25日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 121,001 30.00 平成25年６月30日 平成25年９月26日

（注）本決議による「配当金総額」には、この配当の基準日である平成25年６月30日現在で「資産管理サービス信託銀

行株式会社（信託Ｅ口）」が所有する当社株式（自己株式）67,040株に対する配当金を含んでおります。

　

２ 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効力

発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自 平成24年７月１日 至 平成24年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計インテリジェ
ントFAシステ

ム事業

IT制御・科学
測定事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,066,719 4,155,973 7,222,692 16,672 7,239,364

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

21,618 18,744 40,362 14,560 54,922

計 3,088,337 4,174,717 7,263,054 31,232 7,294,287

セグメント利益 112,605 204,005 316,610 21,181 337,792

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等を含んでおります。  

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 316,610

「その他」の区分の利益 21,181

全社費用(注) △91,279

四半期連結損益計算書の営業利益 246,512

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

協立電機株式会社(E02039)

四半期報告書

14/18



　

当第１四半期連結累計期間(自 平成25年７月１日 至 平成25年９月30日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

その他 合計インテリジェ
ントFAシステ

ム事業

IT制御・科学
測定事業

計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,443,657 4,322,289 6,765,947 18,780 6,784,727

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

17,985 36,246 54,231 14,438 68,670

計 2,461,642 4,358,536 6,820,179 33,219 6,853,398

セグメント利益 35,799 168,335 204,134 23,208 227,343

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等を含んでおります。  

　

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 204,134

「その他」の区分の利益 23,208

全社費用(注) △91,652

四半期連結損益計算書の営業利益 135,690

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。  

　

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(企業結合等関係)

　該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年７月１日
至 平成24年９月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年７月１日
至 平成25年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 38.09円 22.37円

（算定上の基礎） 　 　

　四半期純利益金額（千円） 150,395 88,688

　普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

　普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 150,395 88,688

　普通株式の期中平均株式数（千株） 3,948 3,964

(注）１　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎となる自己株式数には、資産管理サービス信託銀行株式会社

（信託Ｅ口）（以下、「信託Ｅ口」）が所有する当社株式を含めております。これは当社と信託Ｅ口が一体

であるとする会計処理に基づき、信託Ｅ口が所有する当社株式を含めて自己株式として処理しているためで

す。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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芙蓉監査法人

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士
大 塚  高
徳　

 印

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士 鈴木  潤  印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年11月８日

協立電機株式会社

取締役会 御中

　

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている協

立電機株式会社の平成25年７月１日から平成26年６月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間

(平成25年７月１日から平成25年９月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年７月１日から平成25

年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、

四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の

ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す

ることが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半

期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、協立電機株式会社及び連結子会社の平成25

年９月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
 

(注）１ 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管している。

２ 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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